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2019年10月29日 

各   位 

 

会 社 名 株式会社 医学生物学研究所 

代表者名 代表取締役社長 山田 公政 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード４５５７） 

問合せ先 取 締 役   中井 邦彦 

電話番号 052-238-1901 

当社の親会社  ＪＳＲ株式会社 

代表者名 代表取締役社長兼COO 川橋 信夫 

（東証一部・コード４１８５） 

業績予想の修正に関するお知らせ 

最新の業績動向を踏まえ、2019年４月23日に公表した2020年３月期（2019年４月１日～2020年３月31日）の業績予想

を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

2020年３月期通期業績予想の修正について 

（１）2020年３月期連結業績予想の修正（2019年４月１日～2020年３月31日） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

８，６００ 

百万円 

１，０００ 

百万円 

１，０００ 

百万円 

８５０ 

円  銭 

１６４．３８ 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ９，３００ １，４００ １，３００ １，１００ ２１２．７３ 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ７００ ４００ ３００ ２５０  

増  減  率 （ ％ ） ８．１ ４０．０ ３０．０ ２９．４  

（ ご参考） 前期実 績 

（ 2 0 1 9 年 3 月 期 ） 
８，１８２ ４８８ ５５２ ３１６ ６１．２８ 

（２）連結業績予想修正の理由 

売上高は、国内市場においては、当社の主力である自己免疫疾患関連試薬、および、昨年度に新発売・保

険収載された遺伝子検査試薬の販売が好調であること、海外市場においては、中国子会社MBLBによる中国診

断薬メーカー向けへの企業向けマテリアルの販売が当初計画よりも順調に推移していることから、前回発表

予想を7億円上回る見通しです。 

営業利益は、上記理由に加え中国における積極的な拡販活動に伴う販売管理費の増加により前回発表予想

からの増加額は4億円となる見通しです。 

経常利益は、米国の持分法適用関連会社が保有する100％子会社の株式を売却したことによる損失を計上し

たため、前回発表予想からの増加額は3億円となる見通しです。 

最終的な親会社株主に帰属する当期純利益は、前回発表予想を2億50百万円上回る見通しです。 
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（３）2020年３月期個別業績予想の修正（2019年４月１日～2020年３月31日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

６，９００ 

百万円 

８００ 

百万円 

８００ 

百万円 

７００ 

円  銭 

１３５．３８ 

今回修正予想（Ｂ） ７，４００ １，２００ １，２００ １，０００ １９３．３９ 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ５００ ４００ ４００ ３００  

増  減  率 （ ％ ） ７．２ ５０．０ ５０．０ ４２．９  

（ ご参考） 前期実 績 

（ 2 0 1 9 年 3 月 期 ） 
６，８０４ ３８５ ４５６ △２３４ △４５．３７ 

 

（４）個別業績予想修正の理由 

売上高は、連結業績予想の修正にも記載しておりますとおり、自社製品の販売が好調であることから、前

回発表予想を5億円上回る見通しです。 

その結果、営業利益および経常利益は4億円、当期純利益は3億円、それぞれ前回発表予想を上回る見通し

です。 

 

※本資料に掲載されている業績予想等は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて算出したもの

であり、実際の業績は様々な要因によって異なる可能性があります。 

 

以  上 


